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は
じ
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に

　

古
事
記
神
話
で
は
、
イ
ザ
ナ
キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
嶋
、
あ
る
い
は
、
嶋
を
構
成
し
て
い
る
「
面お
も

」
と
呼
ば
れ
る
各

部
分
に
、
明
ら
か
に
神
名
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
名
前
が
併
記
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
そ
れ
は
全
部
で
二
十
あ
る
嶋
お
よ
び
「
面
」
の

中
で
十
八
も
あ
り）

1
（

、
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
名
が
併
記

さ
れ
て
い
な
い
嶋
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
淡
路
島
に
該
当
す
る
淡
道
之
穂
之
狭
別
嶋
と
佐
渡
島
に
該
当
す
る
佐
度
嶋
で
あ
る）

2
（

。
前
者

の
淡
道
之
穂
之
狭
別
嶋
を
め
ぐ
る
問
題
点
に
つ
い
て
、
筆
者
は
考
察
を
既
に
お
こ
な
っ
て
お
り
、
そ
の
考
察
結
果
を
論
文
と
し
て
発
表
し
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て
い
る
（
本
稿
で
は
こ
の
論
文
を
「
前
稿
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
））

3
（

。
本
稿
で
は
、
こ
の
前
稿
で
用
い
た
方
法
を
踏
襲
し
、
そ
の
考
察
結

果
を
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら
、
後
者
の
佐
度
嶋
を
め
ぐ
っ
て
、
な
ぜ
神
名
が
併
記
さ
れ
て
い
な
い
の
か
と
い
う
問
い
へ
の
究
明
を
中
心

に
、
問
題
点
を
考
察
し
た
い
と
思
う
。

一　

古
事
記
神
話
と
日
本
書
紀
神
話
の
記
述

　

本
章
で
は
、
佐
渡
島
に
関
す
る
古
事
記
神
話
と
日
本
書
紀
神
話
の
記
述
を
示
し
、
そ
の
特
色
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

ま
ず
は
古
事
記
神
話
の
記
述
を
示
し
て
お
こ
う）

4
（

。
な
お
、
佐
度
嶋
が
大
八
嶋
国
の
中
で
登
場
す
る
順
番
が
問
題
と
な
る
の
で
、
記
述
の

引
用
は
そ
の
登
場
す
る
順
番
が
わ
か
る
よ
う
な
形
で
お
こ
な
い
た
い
と
思
う
。

　
　

 　

如
此
く
言
ひ
竟
り
て
、
御
合
し
て
生
み
し
子
は
、
淡
道
之
穂
之
狭
別
嶋
な
り
。
次
に
伊
予
之
二
名
嶋
を
生
む
。
此
の
嶋
は
、
身
一

つ
に
し
て
面
四
つ
有
り
て
、
面
毎
に
名
有
り
。
故
、
伊
予
国
は
愛
比
売
と
謂
ひ
、
讃
岐
国
は
飯
依
比
古
と
謂
ひ
、
粟
国
は
大
宜
都
比

売
と
謂
ひ
、
土
左
国
は
建
依
別
と
謂
ふ
。
次
に
隠
伎
之
三
子
嶋
を
生
む
。
亦
の
名
は
天
之
忍
許
呂
別
な
り
。
次
に
筑
紫
嶋
を
生
む
。

此
の
嶋
も
亦
、
身
一
つ
に
し
て
面
四
つ
有
り
て
、
面
毎
に
名
有
り
。
故
、
筑
紫
国
は
白
日
別
と
謂
ひ
、
豊
国
は
豊
日
別
と
謂
ひ
、
肥

国
は
建
日
向
日
豊
久
士
比
泥
別
と
謂
ひ
、
熊
曽
国
は
建
日
別
と
謂
ふ
。
次
に
伊
岐
嶋
を
生
む
。
亦
の
名
は
天
比
登
都
柱
と
謂
ふ
。
次

に
津
嶋
を
生
む
。
亦
の
名
は
天
之
狭
手
依
比
売
と
謂
ふ
。
次
に
佐
度
嶋
を
生
む
。
次
に
大
倭
豊
秋
津
嶋
を
生
む
。
亦
の
名
は
天
之
御
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虚
空
豊
秋
津
根
別
と
謂
ふ
。
故
、
此
の
八
嶋
を
先
づ
生
み
し
に
因
り
て
、
大
八
嶋
国
と
謂
ふ
。

　

こ
の
記
述
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
佐
度
嶋
に
対
す
る
記
述
は
「
次
に
佐
度
嶋
を
生
む
」
と
い
う
一
文
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
淡

道
之
穂
之
狭
別
嶋
を
除
く
他
の
大
八
嶋
国
、
あ
る
い
は
、
そ
の
「
面
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、「
・
・
・
と
謂
ひ
（
謂
ふ
）」「
亦
の
名
は
・
・
・

な
り
」「
亦
の
名
は
・
・
・
と
謂
ふ
」
と
い
う
形
で
神
名
が
併
記
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
か
な
り
違
和
感
を
与
え
る
記
述
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
八
嶋
国
の
中
で
佐
度
嶋
が
登
場
す
る
順
番
は
七
番
目
で
あ
る）

5
（

。

　

次
に
日
本
書
紀
神
話
の
本
文
神
話
お
よ
び
別
伝
神
話
の
記
述
を
示
し
て
お
こ
う）

6
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
古
事
記
神
話
と
同
様
に
、
登
場

す
る
順
番
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
。

　
　

 　

産
む
時
に
及
至
り
、
先
づ
淡
路
洲
を
以
ち
て
胞え

と
為
す
。
意
み
こ
こ
ろに
快
び
ざ
る）

7
（

所
な
り
。
故
、
名
け
て
淡
路
洲
と
曰
ふ
。
廼
ち
大
日
本

豊
秋
津
洲
を
生
む
。
次
に
伊
予
二
名
洲
を
生
む
。
次
に
筑
紫
洲
を
生
む
。
次
に
億
岐
洲
と
佐
度
洲
と
を
双

ふ
た
ご
に

生
む
。
世
人
或
い
は
双

生
む
こ
と
有
る
は
、
此
に
象
れ
る
な
り
。
次
に
越
洲
を
生
む
。
次
に
大
洲
を
生
む
。
次
に
吉
備
子
洲
を
生
む
。
是
に
由
り
て
、
始
め

て
大
八
洲
国
の
号な

起
れ
り
。（
第
四
段
本
文
）

　
　

 　

然
し
て
後
に
宮
を
同
じ
く
し
て
共
に
住
ま
ひ
て
児
を
生
み
た
ま
ひ
、
大
日
本
豊
秋
津
洲
と
号ま
を

す
。
次
に
淡
路
洲
。
次
に
伊
予
二
名

洲
。
次
に
筑
紫
洲
。
次
に
億
岐
三
子
洲
。
次
に
佐
度
洲
。
次
に
越
洲
。
次
に
吉
備
子
洲
。
此
に
由
り
て
之
を
大
八
洲
国
と
謂
ふ
。

（
第
四
段
の
第
一
書
）

　
　

 　

二
神
合ま
ぐ
は
ひし
て
夫い
も
せ婦
と
為
り
、
先
づ
淡
路
洲
・
淡
洲
を
以
ち
て
胞
と
為
し
、
大
日
本
豊
秋
津
洲
を
生
む
。
次
に
伊
予
洲
。
次
に
筑
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紫
洲
。
次
に
億
岐
洲
と
佐
度
洲
と
を
双
生
む
。
次
に
越
洲
。
次
に
大
洲
。
次
に
子
洲）

8
（

。（
第
四
段
の
第
六
書
）

　
　

 　

先
づ
淡
路
洲
を
生
む
。
次
に
大
日
本
豊
秋
津
洲
。
次
に
伊
予
二
名
洲
。
次
に
億
岐
洲
。
次
に
佐
度
洲
。
次
に
筑
紫
洲
。
次
に
壱
岐

洲
。
次
に
対
馬
洲
。（
第
四
段
の
第
七
書
）

　
　

 　

磤
馭
慮
嶋
を
以
ち
て
胞
と
為
し
、
淡
路
洲
を
生
む
。
次
に
大
日
本
豊
秋
津
洲
。
次
に
伊
予
二
名
洲
。
次
に
筑
紫
洲
。
次
に
吉
備
子

洲
。
次
に
億
岐
洲
と
佐
度
洲
と
を
双
生
む
。
次
に
越
洲
。（
第
四
段
の
第
八
書
）

　
　

 　

淡
路
洲
を
以
ち
て
胞
と
為
し
、
大
日
本
豊
秋
津
洲
を
生
む
。
次
に
淡
洲
。
次
に
伊
予
二
名
洲
。
次
に
億
岐
三
子
洲
。
次
に
佐
度

洲
。
次
に
筑
紫
洲
。
次
に
吉
備
子
洲
。
次
に
大
洲
。（
第
四
段
の
第
九
書
）

　

日
本
書
紀
神
話
の
記
述
の
場
合
、
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
古
事
記
神
話
の
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
神
名
の
併
記
は
、
す
べ
て

の
洲
に
関
し
て
見
出
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
洲
の
記
述
に
比
べ
て
、
佐
度
洲
の
記
述
が
特
に
違
和
感
を
与
え
る
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
そ
し
て
、
大
八
洲
国
の
中
で
佐
度
洲
が
登
場
す
る
順
番
に
つ
い
て
は
、
伝
承
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
五
番
目
と
な
っ
て
い

る
も
の
が
多
い
が
、
六
番
目
、
七
番
目
と
し
て
い
る
伝
承
も
存
在
し
て
い
る
。

　

こ
の
佐
度
洲
の
登
場
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
億
岐
洲
（
隠
岐
島
の
こ
と
）
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
大
八
洲

国
の
誕
生
に
言
及
し
て
い
る
本
文
神
話
と
別
伝
神
話
を
合
わ
せ
た
六
種
類
の
全
伝
承
に
お
い
て
、
億
岐
洲
が
登
場
し
た
直
後
に
佐
度
洲
が

登
場
す
る
と
い
う
記
述
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
本
文
神
話
と
別
伝
神
話
の
二
種
類
の
伝
承
（
第
六
書
、
第
八
書
）
に
お
け
る
記
述
で

は
、
佐
度
洲
と
億
岐
洲
が
双
子
の
関
係
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る）

9
（

。

4（　）

三
六
六



　

佐
渡
島
と
隠
岐
島
の
密
接
な
結
び
つ
き
と
い
う
点
は
、
古
事
記
神
話
の
記
述
に
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
古
事
記
神
話
に

佐
度
嶋
と
隠
伎
之
三
子
嶋
を
結
び
つ
け
る
よ
う
な
記
述
は
存
在
し
な
い
し
、
登
場
す
る
順
番
も
佐
度
嶋
が
前
述
の
よ
う
に
七
番
目
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
隠
伎
之
三
子
嶋
は
三
番
目
な
の
で
、
両
者
に
は
何
の
つ
な
が
り
も
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

古
事
記
神
話
は
世
界
像
や
神
々
の
位
置
づ
け
な
ど
、
様
々
な
点
で
日
本
書
紀
本
文
神
話
と
異
な
る
部
分
が
あ
る
が）

10
（

、
国
生
み
↓
高
天
原

↓
出
雲
↓
天
降
り
↓
日
向
と
い
う
、
神
話
に
お
け
る
物
語
の
展
開
と
い
う
基
本
的
な
枠
組
み
は
あ
る
程
度
共
通
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日

本
書
紀
本
文
神
話
と
の
間
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
て
も
、
日
本
書
紀
別
伝
神
話
の
記
述
に
は
古
事
記
神
話
の
記
述
と
一
致
す
る
も
の
が
見

ら
れ
る
場
合
も
し
ば
し
ば
あ
る）

11
（

。

　

つ
ま
り
、
日
本
書
紀
神
話
の
本
文
神
話
と
す
べ
て
の
別
伝
神
話
に
見
出
さ
れ
る
佐
渡
島
と
隠
岐
島
の
密
接
な
結
び
つ
き
を
、
古
事
記
神

話
の
編
纂
者
が
全
く
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
密
接
な
結
び
つ
き
を
知
り
な
が
ら
、
何

ら
か
の
理
由
が
あ
っ
て
、
あ
え
て
言
及
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
が
佐
渡
島
に
関
す
る
古
事
記
神
話
と
日
本
書
紀
神
話
の
記
述
と
、
そ
れ
に
対
す
る
考
察
の
内
容
で
あ
る
。
古
事
記
神
話
で
は
、
嶋

に
併
記
さ
れ
る
神
名
が
淡
道
之
穂
之
狭
別
嶋
を
除
く
大
半
の
嶋
で
確
認
さ
れ
る
が
、
佐
度
嶋
に
は
併
記
さ
れ
る
神
名
が
存
在
し
て
い
な

い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
書
紀
神
話
で
は
、
佐
度
洲
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
も
そ
も
洲
に
そ
の
よ
う
な
神
名
が
併
記
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
大
八
島
の
中
で
佐
渡
島
の
登
場
す
る
順
番
に
関
し
て
は
、
古
事
記
神
話
で
は
七
番
目
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
書
紀
本
文
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神
話
で
は
五
番
目
、
日
本
書
紀
別
伝
神
話
で
は
五
番
目
、
六
番
目
、
七
番
目
と
多
様
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
順
番
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
直
前

に
億
岐
洲
の
登
場
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
、
伝
承
に
よ
っ
て
は
、
佐
度
洲
と
億
岐
洲
が
双
子
で
あ
る
と
述
べ
て
い
て
、
古
事
記
神
話
に
は
全

く
見
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
密
接
な
結
び
つ
き
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
本
稿
の
考
察
目
的
の
中
心
に
あ
る
と
言
え
る
「
古
事
記
神
話
に
お
い
て
、
佐
度
嶋
に
は
な
ぜ
神
名
が
併

記
さ
れ
て
い
な
い
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
直
接
的
に
有
効
な
見
通
し
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
指
摘
の
意

義
を
あ
え
て
挙
げ
る
な
ら
ば
、
前
稿
で
考
察
し
た
淡
道
之
穂
之
狭
別
嶋
と
同
様
に
、
佐
度
嶋
に
つ
い
て
も
、
そ
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て

何
ら
か
の
問
題
が
存
在
し
て
い
て
、
そ
れ
が
、
本
来
は
併
記
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
神
名
の
欠
落
を
も
た
ら
し
た
原
因
と
結
び
つ
く

可
能
性
の
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
一
端
を
示
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

二　
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
記
述

　

こ
れ
に
対
し
て
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
は
佐
渡
嶋
（「
佐
渡
州
」
と
い
う
表
記
も
登
場
す
る
が
、
神
名
併
記
と
の
関
係
で
問
題
と
な
る

の
は
「
佐
渡
嶋
」
の
方
で
あ
る
）
に
関
わ
る
神
名
併
記
の
問
題
で
注
目
す
べ
き
記
述
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
異
伝
と
い

う
形
で
は
あ
る
が
、
佐
渡
嶋
に
神
名
が
併
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
佐
渡
嶋
に
併
記
さ
れ
る
神
名
の
問

題
を
中
心
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
そ
の
記
述
は
次
の
通
り
で
あ
る）
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先
づ
淡
路
州
を
産
生
み
、
胞
と
為
す
。
意
に
快
び
ざ
る
所
な
り
。
故
、
淡
道
州
と
曰
ふ
。
即
ち
吾あ
が
は
ぢ恥
と
謂
ふ
な
り
。
次
に
伊
予
二

名
州
を
生
む
。﹇
或
本
は
州
を
皆
洲
と
為
す
。﹈
次
に
筑
紫
州
を
生
む
。
次
に
壱
岐
州
を
生
む
。
次
に
対
馬
州
を
生
む
。
次
に
隠
岐
州
を

生
む
。
次
に
佐
渡
州
を
生
む
。
次
に
大
日
本
豊
秋
津
州
を
生
む
。
茲
に
因
り
て
、
先
づ
生
め
る
を
以
ち
て
大
八
州
と
謂
ふ
。
※ 

以

下
、
筆
者
に
よ
る
省
略
。

　
　

 　

先
づ
大
八
州
を
生
む
。
兄
と
し
て
淡
路
州
を
生
む
。
淡
道
之
穂
之
狭
別
嶋
と
謂
ふ
な
り
。
次
に
伊
与
二
名
嶋
。
此
の
嶋
は
身
一
つ

に
し
て
四
つ
の
面
有
り
と
謂
ふ
。
面
毎
に
名
有
り
。
伊
予
国
は
愛
比
売
と
謂
ふ
。
讃
岐
国
は
飯
依
「
々
」
比
古
と
謂
ふ
。
阿
波
国
は

大
宜
都
比
売
と
謂
ふ
。
土
左
国
は
速
依
別
と
謂
ふ
。
次
に
隠
岐
之
三
子
嶋
。
天
之
忍
許
呂
別
と
謂
ふ
。
次
に
筑
紫
嶋
。
身
一
つ
に
し

て
面
四
つ
と
謂
ふ
。
面
毎
に
名
有
り
。
筑
紫
国
は
白
日
別
と
謂
ふ
。
豊
国
は
豊
日
別
と
謂
ふ
。
肥
国
は
速
日
別）

13
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と
謂
ふ
。
日
向
国
は

豊
久
士
比
泥
別
と
謂
ふ
。
次
に
熊
襲
国
は
建
日
別
と
謂
ふ
。﹇
一あ
る

に
佐
渡
嶋
と
云
ふ
。﹈
次
に
伊
岐
嶋
。
天
比
登
都
柱
と
謂
ふ
。
次
に
津

嶋
。
天
之
狭
手
依
比
売
と
謂
ふ
。
次
に
大
倭
豊
秋
津
嶋
。
天
御
虚
空
豊
秋
津
折
別
と
謂
ふ
。

　

そ
も
そ
も
大
八
州
（『
先
代
旧
事
本
紀
』
で
は
「
洲
」
で
は
な
く
、「
州
」
と
い
う
表
記
に
な
っ
て
い
る
）
に
関
す
る
『
先
代
旧
事
本
紀
』

の
記
述
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
が
存
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
前
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に）

14
（

、『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
特
に
神
話
部
分

は
、
古
事
記
神
話
と
日
本
書
紀
神
話
の
記
述
を
寄
せ
集
め
た
よ
う
な
体
裁
に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
原
因
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
体
裁
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
古
事
記
神
話
と
日
本
書
紀
神
話
に
は
存
在
し

な
い
独
自
の
記
述
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
点
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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こ
の
記
述
で
は
、
大
八
州
の
誕
生
に
つ
い
て
、
前
半
部
分
と
後
半
部
分
と
い
う
形
で
、
国
生
み
と
い
う
同
じ
内
容
を
扱
い
な
が
ら
も
、

相
反
す
る
記
述
が
そ
の
ま
ま
連
続
し
て
い
る
。
一
見
し
て
、
前
半
部
分
の
記
述
は
日
本
書
紀
本
文
神
話
に
、
後
半
部
分
の
記
述
は
古
事
記

神
話
に
基
づ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
い
る
と
単
純
に
は
言
え
な
い
よ
う
な
内
容
も
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

前
半
部
分
の
記
述
で
は
、
淡
路
州
が
生
ま
れ
た
時
に
イ
ザ
ナ
キ
、
イ
ザ
ナ
ミ
が
「
意
に
快
び
ざ
る
所
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
点
、
大
八

州
を
構
成
す
る
陸
地
を
「
州
」（
引
用
し
た
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
本
文
注
に
「
或
本
は
州
を
皆
洲
と
為
す
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、「
州
」

は
事
実
上
、「
洲
」
と
同
じ
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
）
と
表
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
引
用
し
た
資
料
に
は
載
せ
て
い
な
い
が
、
大

八
州
に
含
ま
れ
て
い
な
い
陸
地
を
「
嶋
」
と
表
記
し
て
、
質
的
に
区
別
し
て
い
る
点
、
さ
ら
に
、
隠
岐
州
の
直
後
に
佐
渡
州
が
登
場
し
て

い
る
点
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
三
点
は
日
本
書
紀
本
文
神
話
の
記
述
と
の
一
致
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
の
記
述
は
日
本
書
紀
本
文
神
話
の
記
述
に
か
な
り
近
い
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
が
、
大
八
州
の
中
で
佐
渡
州
が
登

場
す
る
順
番
は
七
番
目
で
あ
り
、
大
八
州
を
構
成
し
て
い
る
八
つ
の
州
は
、
淡
路
洲
を
大
八
洲
国
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ず
、
そ
の
代

わ
り
に
越
洲
を
大
八
洲
の
一
つ
と
し
て
数
え
て
い
る
日
本
書
紀
本
文
神
話
の
記
述
と
は
異
な
り
、
古
事
記
神
話
の
記
述
に
完
全
に
一
致
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
古
事
記
神
話
の
記
述
に
近
い
要
素
も
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
前
半
部
分
の
記
述
は
、

古
事
記
神
話
と
も
日
本
書
紀
本
文
神
話
と
も
類
似
性
を
も
っ
て
い
て
、
両
神
話
を
折
衷
さ
せ
た
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
後
半
部
分
は
前
半
部
分
と
は
か
な
り
異
な
っ
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
記
述
に
、
日
本
書
紀
神
話
に
は
全
く
見

ら
れ
な
い
神
名
の
併
記
が
見
出
さ
れ
る
点
、
引
用
し
た
資
料
に
は
載
せ
て
い
な
い
が
、
大
八
州）
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を
構
成
す
る
八
つ
の
陸
地
だ
け
で
な
く
、
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そ
れ
以
外
の
陸
地
も
等
し
く
「
嶋
」
と
表
記
し
て
い
る
点
か
ら
（
た
だ
し
、
淡
路
島
に
つ
い
て
は
、
陸
地
と
し
て
は
「
州
」、
神
名
と
し

て
は
「
嶋
」
と
表
記
し
て
い
る
）、
明
ら
か
に
古
事
記
神
話
の
記
述
に
基
づ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
淡
路
州
を
「
兄
」
と
し

て）
16
（

捉
え
よ
う
と
す
る
発
想
は
、
日
本
書
紀
神
話
だ
け
に
見
ら
れ
る
も
の
な
の
で
、
日
本
書
紀
神
話
の
記
述
も
取
り
込
ん
で
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
後
半
部
分
の
記
述
も
、
古
事
記
神
話
と
日
本
書
紀
神
話
を
折
衷
さ
せ
た
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
単
に

寄
せ
集
め
た
だ
け
で
は
な
く
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
独
自
と
も
言
え
る
記
述
が
存
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
後
半
部
分
の
記
述
で

大
八
州
を
構
成
す
る
嶋
は
古
事
記
神
話
の
記
述
に
あ
る
程
度
一
致
し
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
相
違
点
と
し
て
、
次
の
三
つ
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

第
一
の
相
違
点
は
、
筑
紫
嶋
の
「
面
」
の
一
つ
に
日
向
国
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
古
事
記
神
話
で
は
筑
紫
嶋
の
「
面
」
は
筑

紫
国
、
肥
国
、
豊
国
、
熊
曽
国
と
い
う
四
つ
で
あ
っ
た
が
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
で
は
そ
れ
に
日
向
国
を
加
え
た
た
め
、
実
際
に
は
五
つ

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
文
中
で
は
「
面
四
つ
」
と
述
べ
て
い
て
、
明
ら
か
に
齟
齬
を
来
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

第
二
の
相
違
点
は
、
そ
の
齟
齬
の
解
消
と
も
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
文
中
に
「
一
に
・
・
・
と
云
ふ
」
と
い
う
形
で
異
伝
の
内

容
が
示
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
で
は
、
筑
紫
嶋
の
「
面
」
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
熊
襲
国
（『
先
代
旧
事
本
紀
』
で
は
古
事
記
神

話
と
異
な
り
、「
熊
襲
国
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
）
が
佐
渡
嶋
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
佐
渡
嶋
が
筑
紫
嶋
の
「
面
」
と
し

9（　）
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て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
で
、
こ
の
異
伝
の
記
述
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
熊
襲
国
は
筑
紫
嶋
の
「
面
」
か
ら
除
外
さ
れ
、

筑
紫
嶋
と
は
区
別
さ
れ
る
形
で
佐
渡
嶋
が
大
八
州
の
中
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
筑
紫
嶋
に
つ
い
て
「
面
」
が
四
つ
あ
る
と

述
べ
な
が
ら
、
実
際
に
は
五
つ
あ
る
と
い
う
齟
齬
は
と
り
あ
え
ず
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
異
伝
で
は
こ
の
よ
う
な
入
れ
替
え
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
な
い
本
文
で
は
、
筑
紫
嶋
に
「
面
」
が
四
つ
あ
る
と
述
べ
な
が
ら
、

実
際
に
は
五
つ
あ
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
加
え
て
、
古
事
記
神
話
と
日
本
書
紀
神
話
で
大
八
島
国
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
す
べ
て
の
伝

承
に
お
い
て
、
大
八
島
国
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
る
佐
渡
島
が
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
で
は
大
八
州
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
文
で
は
、
大
八
州
以
外
の
嶋
の
中
に
も
佐
渡
嶋
は
見
出
さ
れ
な
い
の
で
、
佐
渡
島
の
登
場
し
な
い
国

生
み
神
話
と
い
う
不
都
合
な
問
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
も
っ
と
深
刻
な
問
題
と
し
て
、
佐
渡
嶋
を
大
八
州
の
一
つ
と
し
て
数
え
上
げ
な
い
と
、「
兄
」
で
あ
る
淡
路
州
を
含
め
て
も
、

嶋
は
七
つ
と
な
り
、「
大
八
州
」
と
は
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
異
伝
の
記
述
の
助
け
が
な
け
れ
ば
、
後
半
部
分
の
記
述
は

問
題
を
多
く
抱
え
た
不
可
解
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。

　

第
三
の
相
違
点
は
、
筑
紫
嶋
の
「
面
」
に
対
応
す
る
神
名
が
古
事
記
神
話
の
そ
れ
と
は
完
全
に
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
れ
が
佐
渡
嶋
に
併
記
さ
れ
る
神
名
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

前
掲
の
古
事
記
神
話
の
記
述
に
お
け
る
筑
紫
嶋
の
「
面
」
に
併
記
さ
れ
た
神
名
を
改
め
て
示
し
て
お
こ
う
。

　
　

筑
紫
国
―
白
日
別
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豊
国
―
豊
日
別

　
　

肥
国
―
建
日
向
日
豊
久
士
比
泥
別

　
　

熊
曽
国
―
建
日
別

　

こ
れ
に
対
し
て
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
記
述
に
お
け
る
筑
紫
嶋
の
「
面
」
に
併
記
さ
れ
た
神
名
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

筑
紫
国
―
白
日
別

　
　

豊
国
―
豊
日
別

　
　

肥
国
―
速
日
別

　
　

日
向
国
―
豊
久
士
比
泥
別

　
　

熊
襲
国
（
異
伝
で
は
佐
渡
嶋
）
―
建
日
別

　

筑
紫
国
と
豊
国
の
神
名
に
表
記
の
揺
れ
は
な
い
が
、
肥
国
の
神
名
は
両
神
話
で
異
な
っ
て
い
て
、
古
事
記
神
話
に
お
け
る
肥
国
の
神
名

の
一
部
が
独
立
す
る
よ
う
な
形
で
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
お
け
る
日
向
国
の
神
名
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
熊
曽
国
・
熊
襲
国

の
神
名
に
表
記
の
揺
れ
は
な
い
が
、
異
伝
の
記
述
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
筑
紫
嶋
の
「
面
」
か
ら
熊
襲
国
が
除
外
さ
れ
、
古
事
記
神
話
に
お

い
て
熊
曽
国
に
併
記
さ
れ
て
い
た
神
名
で
あ
る
「
建
日
別
」
が
佐
渡
嶋
と
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
異
伝
と
い
う
形

で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
佐
渡
嶋
に
神
名
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
に
な
っ
た
理
由
を
断
定
的
に
示
す
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
前
稿
で
考
察
し
た
よ
う
に）
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、『
先
代
旧
事
本
紀
』
で
は
、
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古
事
記
神
話
で
神
名
が
併
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
淡
路
島
に
神
名
を
併
記
す
る
た
め
、
古
事
記
神
話
で
は
嶋
名
で
あ
っ
た
「
淡
道
之
穂
之

狭
別
嶋
」
を
、「
嶋
」
と
い
う
語
を
保
持
す
る
と
い
う
矛
盾
を
抱
え
な
が
ら
も
、
神
名
と
し
て
扱
お
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
他
の
ほ
と

ん
ど
の
嶋
に
神
名
が
併
記
さ
れ
て
い
る
の
に
、
淡
道
之
穂
之
狭
別
嶋
に
神
名
が
併
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
問
題
視
し
て
、
お
そ
ら
く
は

『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
編
纂
者
が
そ
の
よ
う
な
改
変
を
お
こ
な
っ
た
、
と
い
う
可
能
性
を
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
想
定
が
妥
当
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
佐
渡
嶋
に
つ
い
て
も
、
神
名
の
な
い
状
態
で
放
置
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
編
纂
者

は
考
え
た
に
ち
が
い
な
い
。『
先
代
旧
事
本
紀
』
後
半
部
分
の
本
文
の
記
述
で
は
大
八
州
か
ら
佐
渡
嶋
を
除
外
し
て
い
る
の
で
、
佐
渡
嶋

に
神
名
が
な
い
と
い
う
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
が
な
い
が
、
佐
渡
島
が
登
場
し
な
い
国
生
み
神
話
と
な
り
、
ま
た
、
七
つ
の
嶋
か
ら
な
る

「
大
八0

州
」
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
、
も
っ
と
深
刻
な
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
異
伝
で
は
、
律
令
体
制
下
で

は
国
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
熊
襲
国
を
筑
紫
嶋
の
「
面
」
か
ら
除
外
す
る
こ
と
で
、
国
生
み
神
話
か
ら
消
し
去
り
、

熊
襲
国
を
佐
渡
嶋
と
入
れ
替
え
て
、
そ
の
熊
襲
国
に
併
記
さ
れ
て
い
た
神
名
で
あ
っ
た
「
建
日
別
」
を
佐
渡
嶋
と
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
、

と
い
う
可
能
性
を
さ
ら
に
想
定
で
き
る
の
で
あ
る）

18
（

。

三　
『
神
皇
正
統
記
』
の
記
述

　
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
記
述
を
承
け
、
佐
渡
ノ
洲
（『
神
皇
正
統
記
』
で
は
、
生
ん
だ
陸
地
の
こ
と
を
、
日
本
書
紀
神
話
と
同
様
に
「
洲
」

12（　）
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と
表
記
し
て
い
る
）
に
併
記
さ
れ
る
神
名
と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
大
八
洲
の
記
述
を
、
よ
り
洗
練
さ
せ
た
形
で
示
そ
う
と
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
の
が
、
北
畠
親
房
が
著
し
た
『
神
皇
正
統
記
』
で
あ
る
。
そ
の
記
述
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る）

19
（

。

　
　

 　

此
二
神
相
ハ
カ
ラ
ヒ
テ
八
ノ
嶋
ヲ
ウ
ミ
給
フ
。
先
、
淡
路
ノ
洲
ヲ
ウ
ミ
マ
ス
。
淡
路
穂
之
狭
別
ト
云
。
次
、
伊
与
ノ
二
名
ノ
洲
ヲ

ウ
ミ
マ
ス
。
一
身
ニ
四
面
ア
リ
。
一
ヲ
愛
比
売
ト
云
、
コ
レ
ハ
伊
与
也
。
二
ヲ
飯
依
比
売
ト
云
、
是
ハ
讚
岐
也
。
三
ヲ
大
宜
都
比
売

ト
云
、
コ
レ
ハ
阿
波
也
。
四
ヲ
速
依
別
ト
云
、
是
ハ
土
左
也
。
次
、
筑
紫
ノ
洲
ヲ
ウ
ミ
マ
ス
。
又
一
身
ニ
四
面
ア
リ
。
一
ヲ
白
日
ノ

別
ト
云
、
是
ハ
筑
紫
也
。
後
ニ
筑
前
・
筑
後
ト
云
。
二
ヲ
豊
日
別
〔
ト
〕
云
、
コ
レ
ハ
豊
国
也
。
後
ニ
豊
前
・
豊
後
ト
云
。
三
ヲ
昼

日
別
ト
云）

20
（

、
是
ハ
肥
ノ
国
也
。
後
ニ
肥
前
・
肥
後
ト
云
。
四
ヲ
豊
久
士
比
泥
別
ト
云
、
是
ハ
〔
日
向
也
〕。
後
ニ
日
向
・
大
隅
・
薩

摩
ト
云
〈
筑
紫
・
豊
国
・
肥
ノ
国
・
日
向
ト
イ
ヘ
ル
モ
、
二
神
ノ
御
代
ノ
始
ノ
名
ニ
ハ
非
ル
歟
〉。 

次
、
壱
岐
ノ
国
ヲ
ウ
ミ
マ
ス
。
天
比
登

都
柱
ト
云
。
次
、
対
馬
ノ
洲
ヲ
ウ
ミ
マ
ス
。
天
之
狭
手
依
比
売
ト
云
。
次
、
隠
岐
ノ
洲
ヲ
ウ
ミ
マ
ス
。
天
之
忍
許
呂
別
ト
云
。
次
、

佐
渡
ノ
洲
ヲ
生
マ
ス）

21
（

。
建
日
別
ト
云
。
次
、
大
日
本
豊
秋
津
洲
ヲ
ウ
ミ
マ
ス
。
天
御
虚
空
豊
秋
津
根
別
ト
云
。
ス
ベ
テ
是
ヲ
大
八
洲

ト
云
也
。

　
『
神
皇
正
統
記
』
で
は
古
事
記
神
話
と
同
様
に
、
洲
に
神
名
を
併
記
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。
同
じ
く
北
畠
親
房
が
著
し
た
『
元

元
集
』
に
は
、
嶋
に
神
名
を
併
記
す
る
古
事
記
神
話
の
記
述
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で）

22
（

、
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る

が
、『
神
皇
正
統
記
』
で
は
『
日
本
書
紀
』『
先
代
旧
事
本
紀
』『
古
語
拾
遺
』
な
ど
、
い
く
つ
か
の
書
物
の
重
要
性
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
る
も
の
の
、
そ
こ
に
『
古
事
記
』
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る）

23
（

。
し
た
が
っ
て
、
前
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に）

24
（

、
日
本
書
紀
神
話
に

13（　）
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は
見
ら
れ
な
い
、
島
に
神
名
を
併
記
し
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
古
事
記
神
話
の
記
述
に
直
接
由
来
す
る
も
の
で
は
な
く
、
古
事
記

神
話
の
記
述
を
取
り
込
ん
だ
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
記
述
に
従
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
『
神
皇
正
統
記
』
に
お
け
る
国
生
み
の
記
述
は
、
前
掲
の
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
前
半
部
分
と
後
半
部
分
の
記
述
を
折
衷
し
て
、

そ
れ
ら
を
一
つ
に
ま
と
め
た
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
点
に
基
本
的
な
特
色
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
佐
渡
ノ

洲
の
記
述
に
関
し
て
確
認
さ
れ
る
点
と
し
て
、
次
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る）

25
（

。

　

第
一
の
確
認
点
は
、
大
八
洲
の
中
で
佐
渡
ノ
洲
が
登
場
す
る
順
番
が
七
番
目
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
掲
の
『
先
代
旧

事
本
紀
』
の
前
半
部
分
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
隠
岐
ノ
洲
も
前
掲
の
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
前
半
部
分
の
記
述

と
同
様
に
六
番
目
、
す
な
わ
ち
佐
渡
ノ
洲
の
直
前
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
て
、
日
本
書
紀
神
話
の
記
述
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
佐
渡
ノ

洲
と
隠
岐
ノ
洲
の
密
接
な
結
び
つ
き
が
そ
の
ま
ま
保
持
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
の
確
認
点
は
、
佐
渡
ノ
洲
に
「
建
日
別
」
と
い
う
神
名
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
洲
に
神
名
が
併
記
さ
れ
る
記
述
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
前
掲
の
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
後
半
部
分
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
記
述
に
お
け
る
「
建
日
別
」
と
い
う
神
名
は
、
本
文
で
は
熊
襲
国
に
併
記
さ
れ
て
い
た
も
の
、
異
伝
で
は
佐
渡
嶋
に
併
記

さ
れ
て
い
た
も
の
と
い
う
形
で
、
伝
承
に
よ
っ
て
そ
の
位
置
づ
け
が
相
違
し
て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、『
神
皇
正
統
記
』
は
異
伝
に
基
づ
い
て
、
筑
紫
ノ
洲
の
「
面
」
か
ら
熊
襲
国
を
除
外
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
除

外
し
て
い
る
と
断
言
で
き
る
か
と
い
う
と
、
北
畠
親
房
が
『
神
皇
正
統
記
』
に
先
立
っ
て
著
し
た
前
述
の
『
元
元
集
』
で
は
、
熊
曽
国
を

14（　）
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筑
紫
嶋
の
「
面
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
古
事
記
神
話
の
記
述
を
引
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る）

26
（

。
つ
ま
り
、
筑
紫
洲
の
「
面
」
と
し
て

熊
曽
国
を
位
置
づ
け
て
い
る
伝
承
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、『
神
皇
正
統
記
』
で
は
筑
紫
ノ
洲
の
「
面
」
か
ら
熊
襲
国
を
除

外
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
操
作
の
結
果
、
前
掲
の
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
後
半
部
分
の
記
述
が
抱
え
て
い
た
問
題
点
、
す
な
わ
ち
、
本
文
で
は
、
筑

紫
嶋
の
「
面
」
と
し
て
日
向
国
と
熊
襲
国
が
並
び
立
ち
、「
面
」
が
四
つ
あ
る
と
述
べ
な
が
ら
、
実
際
に
は
五
つ
存
在
し
て
い
て
、
ま
た
、

大
八
島
は
も
と
よ
り
、
イ
ザ
ナ
キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
が
生
ん
だ
島
々
の
な
か
に
佐
渡
島
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
点
に
つ
い
て
、『
神

皇
正
統
記
』
は
異
伝
の
記
述
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
以
上
の
よ
う
に
確
認
し
た
二
つ
の
点
に
関
し
て
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
記
述
に
は
見
ら
れ
な
い
、『
神
皇
正
統
記
』
独
自
の
発

想
と
思
わ
れ
る
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。
前
掲
の
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
後
半
部
分
の
異
伝
で
は
、
筑
紫
嶋
の
「
面
」
の
一
つ
で
あ
る
熊

襲
国
を
佐
渡
嶋
と
入
れ
替
え
た
と
い
う
経
緯
か
ら
、
大
八
州
の
中
で
佐
渡
嶋
が
登
場
す
る
順
番
は
必
然
的
に
四
番
目
の
筑
紫
嶋
に
連
続
す

る
五
番
目
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、『
神
皇
正
統
記
』
で
は
、
大
八
洲
で
三
番
目
に
登
場
す
る
筑
紫
ノ
洲
に
は
連
続
さ
せ
ず
、
佐
渡

ノ
洲
を
七
番
目
に
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
操
作
の
結
果
、『
神
皇
正
統
記
』
の
記
述
で
は
、
佐
渡
ノ
洲
と
筑
紫
ノ
洲
の
関
係
が
完
全
に
払
拭
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、「
建
日
別
」
と
い
う
神
名
が
筑
紫
ノ
洲
の
「
面
」
の
一
つ
で
あ
っ
た
熊
襲
国
に
本
来
、
併
記
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
事
情
を
完
全
に
消
し
去
り
、
佐
渡
ノ
洲
に
固
有
の
神
名
で
あ
る
か
の
よ
う
に
仕
立
て
上
げ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る

15（　）
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の
で
あ
る
。

　
『
神
皇
正
統
記
』
の
記
述
は
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
内
容
に
齟
齬
を
来
し
た
ま
ま
の
錯
綜
し
た
記
述
―
―
そ
れ
は

結
局
の
と
こ
ろ
、
古
事
記
神
話
と
日
本
書
紀
神
話
と
い
う
相
異
な
る
神
話
を
強
引
に
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ

る
が
―
―
を
巧
み
に
整
理
し
て
、
一
つ
に
ま
と
め
上
げ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
古
事
記
神
話
の
記
述
に
お
い
て
、
淡
道

之
穂
之
狭
別
嶋
と
同
様
に
、
神
名
が
併
記
さ
れ
て
い
な
い
佐
度
嶋
に
関
す
る
記
述
は
、
か
な
り
違
和
感
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

『
神
皇
正
統
記
』
の
記
述
で
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題
が
完
全
に
克
服
さ
れ
、
佐
渡
ノ
洲
は
他
の
洲
と
全
く
同
様
に
、「
建
日
別
」
と
い
う
神

名
を
も
つ
洲
と
し
て
堂
々
と
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四　
『
校
訂
古
事
記
』
の
記
述

　

次
に
、
神
道
家
と
し
て
活
躍
し
た
田
中
頼
庸
が
近
代
に
出
版
し
た
『
校
訂
古
事
記
』
の
記
述
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
前
稿
で
も

言
及
し
た
よ
う
に）

27
（

、
こ
の
『
校
訂
古
事
記
』
は
古
事
記
神
話
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
従
来
に
は
な
い
よ
う
な
大
胆
な
読
み
を
提
示
し
て

い
る
。
そ
の
読
み
は
、
現
代
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
で
さ
え
も
追
随
す
る
の
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
る）

28
（

。
そ
し
て
、
本
稿
が
問
題
に

し
て
い
る
佐
度
嶋
に
関
し
て
も
、
注
目
す
べ
き
記
述
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。『
校
訂
古
事
記
』
に
お
け
る
大
八
嶋
国
の
誕
生
に
関
す
る

記
述
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る）

29
（

。
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如
此
言
こ
と
あ
げ

竟
へ
て
、
御
合
し
て
、
子
淡
道
嶋
を
生
み
ま
す
。
亦
の
名
は
淡
道
之
穂
之
狭
別
と
謂ま
を

す
。
次
に
伊
予
之
二
名
嶋
を
生
み

ま
す
。
此
の
嶋
は
、
身
一
つ
に
し
て
、
面
四
つ
有
り
。
面
毎
に
名
有
り
。
故
、
伊
予
国
を
愛
比
売
と
謂
す
。
讃
岐
国
を
飯
依
比
古
と

謂
す
。
粟
国
を
大
宜
都
比
売
と
謂
す
。
土
左
国
を
建
依
別
と
謂
す
。
次
に
隠
伎
之
三
子
嶋
を
生
み
ま
す
。
亦
の
名
は
天
之
忍
許
呂
別

と
謂
す
。
次
に
筑
紫
嶋
を
生
み
ま
す
。
此
の
嶋
も
亦
身
一
つ
に
し
て
、
面
四
つ
有
り
。
面
毎
に
名
有
り
。
故
、
筑
紫
国
を
白
日
別
と

謂
す
。
豊
国
を
豊
日
別
と
謂
す
。
肥
国
を
速
日
別
と
謂
す
。
日
向
国
を
豊
久
士
比
泥
別
と
謂
す
。
次
に
佐
度
嶋
を
生
み
ま
す
。
亦
の

名
は
建
日
別
と
謂
す
。
次
に
伊
伎
嶋
を
生
み
ま
す
。
亦
の
名
は
天
比
登
都
柱
と
謂
す
。
次
に
津
嶋
を
生
み
ま
す
。
亦
の
名
は
天
之
狭

手
依
比
売
と
謂
す
。
次
に
大
倭
豊
秋
津
嶋
を
生
み
ま
す
。
亦
の
名
は
天
御
虚
空
豊
秋
津
根
別
と
謂
す
。
故
、
此
の
八
嶋
を
先
に
生
み

ま
せ
る
に
因
り
て
、
大
八
嶋
国
と
謂
す
。

　

こ
の
記
述
の
中
で
、
特
に
佐
度
嶋
に
関
連
す
る
も
の
―
―
そ
れ
に
は
一
見
、
佐
度
嶋
に
関
係
し
て
い
な
い
よ
う
で
い
て
、
佐
度
嶋
の
神

名
併
記
と
つ
な
が
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
る
―
―
で
注
目
さ
れ
る
点
と
し
て
、
次
の
二
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
の
注
目
点
は
、
肥
国
の
神
名
併
記
と
、
そ
れ
に
連
動
す
る
日
向
国
と
そ
の
神
名
併
記
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。『
古
事
記
』
写
本

の
う
ち
、
現
存
す
る
最
古
の
写
本
で
あ
る
真
福
寺
本
を
初
め
と
し
て
、
兼
永
本
、
祐
範
本
（
前
田
本
）、
曼
殊
院
本
と
い
っ
た
写
本
群
で

は
、
肥
国
に
併
記
さ
れ
る
神
名
を
「
建
（
写
本
に
よ
っ
て
は
「
達
」）
日
向
日0

豊
久
士0

比
泥
別
」
と
し
て
い
る）

30
（

。
従
来
の
ほ
と
ん
ど
の
『
古

事
記
』
校
訂
テ
キ
ス
ト
は
こ
の
読
み
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る）

31
（

。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
道
果
本
、
道
祥
本
、
春
瑜
本
と
い
っ
た
写
本
群
で
は
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
り
、
対
応
す
る
箇
所
に
つ
い
て

17（　）
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「
建
（
写
本
に
よ
っ
て
は
「
達
」）
日
別
日
向
曰0

豊
久
志0

比
泥
別
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
建
（
達
）
日
別
（
と
謂
ふ
。）
日

向
は
豊
久
志
比
泥
別
と
曰
ふ
」
と
訓
読
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
前
者
の
写
本
群
が
肥
国
に
併
記
さ
れ
る
神
名
だ
け
を
表
示
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
後
者
の
写
本
群
は
肥
国
に
併
記
さ
れ
る
神
名
を
表
示
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
日
向
と
い
う
地
域
を
新
た
に
追
加
し
て
、

そ
れ
に
神
名
を
併
記
さ
せ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
『
古
事
記
』
写
本
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
違
い
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
、
後
代
で
写
本
を
作
成
す
る
際
に
『
先
代
旧
事
本
紀
』

と
校
合
し
た
り
し
た
た
め
、
後
者
の
写
本
群
の
よ
う
な
誤
写
が
次
第
に
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
も
の
も
あ
る）

32
（

。
し
か

し
、
筑
紫
嶋
の
他
の
「
面
」
に
併
記
さ
れ
る
神
名
が
「
白
日
別
」「
豊
日
別
」「
建
日
別
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
肥
国
に
併
記
さ
れ
る
神

名
だ
け
が
「
建
（
達
）
日
向
日
豊
久
士
比
泥
別
」
と
い
う
異
様
に
長
い
形
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
神
名
自
体
が
本
来
そ
の
よ
う
な
形

で
あ
っ
た
の
か
疑
わ
し
い
点
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
建
（
達
）
日
向
日
豊
久
士
比
泥
別
」
の
方
が
正
し
く
て
、
後
代
に
「
建
（
達
）

日
別
日
向
曰
豊
久
志
比
泥
別
」
と
誤
写
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る）

33
（

。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
写
本
群
の
違
い
に
対
し
て
、『
校
訂
古
事
記
』
は
後
者
で
あ
る
道
果
本
な
ど
の
写
本
群
の
読
み
を
採
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
点
で
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
肥
国
に
併
記
さ
れ
る
神
名
に
つ
い
て
は
「
建
日
別
」
で
も
「
達

日
別
」
で
も
な
く
、「
速
日
別
」
と
い
う
読
み
を
採
っ
て
い
る
点
で
あ
る）

34
（

。
こ
れ
は
江
戸
時
代
に
『
古
事
記
』
の
刊
本
と
し
て
流
布
し
た

寛
永
版
本）

35
（

や
度
会
延
佳
が
校
正
し
た
『
鼇
頭
古
事
記
』）

36
（

な
ど
に
見
ら
れ
る
読
み
で
、
そ
の
原
文
で
あ
る
「
速
日
別
日
向
国
謂
豊
久
士
比
泥

別
」
と
い
う
記
述
は
、
前
掲
の
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
後
半
部
分
の
記
述
に
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
、
偽
書
説
が
出
て
く

18（　）
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る
以
前
の
江
戸
時
代
中
期
ご
ろ
ま
で
は
、
日
本
最
古
の
歴
史
書
と
し
て
、『
日
本
書
紀
』
以
上
に
重
視
さ
れ
て
い
た
『
先
代
旧
事
本
紀
』

と
校
合
し
て
、『
古
事
記
』
写
本
に
も
そ
の
記
述
が
取
り
込
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る）

37
（

。『
校
訂
古
事
記
』
は
こ
の
寛
永

版
本
や
『
鼇
頭
古
事
記
』
の
記
述
に
従
っ
て
、
肥
国
に
併
記
さ
れ
る
神
名
を
「
速
日
別
」
と
し
、
筑
紫
嶋
の
「
面
」
に
日
向
国
を
加
え
、

そ
れ
に
併
記
さ
れ
る
神
名
を
「
豊
久
士
比
泥
別
」
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
の
注
目
点
は
、
熊
曽
国
と
、
そ
れ
に
連
動
す
る
佐
度
嶋
の
神
名
併
記
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
章
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
筑

紫
嶋
の
「
面
」
に
日
向
国
を
加
え
る
と
、「
面
」
が
四
つ
あ
る
と
い
う
説
明
と
齟
齬
を
来
す
こ
と
に
な
る
が
、『
校
訂
古
事
記
』
で
は
、
熊

曽
国
を
除
外
す
る
こ
と
で
、
そ
の
問
題
を
回
避
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
扱
い
は
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
後
半
部
分
の
異
伝
の
記
述
や

『
神
皇
正
統
記
』
の
記
述
で
既
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
継
承
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
熊
曽
国
が
除
外
さ
れ
た
結
果
、「
建

日
別
」
と
い
う
神
名
は
佐
度
嶋
に
併
記
さ
れ
る
神
名
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
二
点
が
佐
度
嶋
に
直
接
あ
る
い
は
間
接
に
関
連
す
る
『
校
訂
古
事
記
』
の
記
述
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
結
局
、『
校

訂
古
事
記
』
の
記
述
に
お
け
る
佐
度
嶋
は
、
大
八
嶋
国
の
中
で
三
番
目
に
登
場
す
る
隠
伎
之
三
子
嶋
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
は
見
ら
れ

ず
、
筑
紫
嶋
の
「
面
」
の
一
つ
で
あ
っ
た
熊
曽
国
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
五
番
目
に
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
扱
い
は
、
前
掲
の

『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
後
半
部
分
の
異
伝
の
記
述
に
完
全
に
一
致
す
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、『
校
訂
古
事
記
』
で
採
用
さ
れ
た
こ
の
よ
う
な
読
み
方
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
際
に
改
め
て
確

認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、『
古
事
記
』
の
校
訂
テ
キ
ス
ト
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
や
『
神
皇
正
統
記
』

19（　）
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の
よ
う
に
、『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
と
い
っ
た
先
行
す
る
書
物
の
記
述
を
取
捨
選
択
し
て
、
新
た
な
記
述
を
生
み
出
し
て
い
く
こ

と
と
は
本
質
的
に
異
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
作
業
は
現
存
す
る
『
古
事
記
』
写
本
の
記
述
に
大
き
く
制
約
さ
れ
る

の
で
あ
り
、
そ
の
記
述
に
裏
づ
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
読
み
方
を
採
る
こ
と
に
対
し
て
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点

か
ら
み
て
、
佐
度
嶋
に
直
接
あ
る
い
は
間
接
に
関
連
す
る
『
校
訂
古
事
記
』
の
記
述
で
問
題
と
す
べ
き
点
と
し
て
、
次
の
四
つ
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
の
問
題
点
は
、「
日
向
」
の
後
に
「
国
」
と
い
う
語
を
加
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
が
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
た
す
べ
て
の

『
古
事
記
』
校
訂
テ
キ
ス
ト
で
、
肥
国
に
つ
い
て
は
「
建
日
向
日
豊
久
士
比
泥
別
」
と
い
う
神
名
が
併
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
校

訂
古
事
記
』
で
は
そ
れ
に
対
応
す
る
記
述
を
、
肥
国
に
併
記
さ
れ
た
神
名
だ
け
を
述
べ
て
い
る
と
は
捉
え
ず
に
、「
速
日
別
日
向
国
謂

0

0

豊

久
士
比
泥
別
」
と
読
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
道
果
本
な
ど
の
写
本
群
に
見
ら
れ
る
「
建
（
達
）
日
別
日
向
曰
豊
久
志
比
泥
別
」
に
従
う
も
の

で
あ
る）

38
（

。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
『
古
事
記
』
写
本
自
体
が
『
先
代
旧
事
本
紀
』
と
の
校
合
で
変
容
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
現
存
す
る
『
古
事
記
』
写
本
の
記
述
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
自
体
は
方
法
的
に
問
題
な
い
で
あ

ろ
う
。

　

た
だ
し
、『
校
訂
古
事
記
』
で
は
「
日
向
」
に
「
国
」
と
い
う
語
が
本
来
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
れ
を
補
っ
て
「
日
向
国
」
と
い
う
読
み

を
採
る
の
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
す
べ
て
の
『
古
事
記
』
写
本
で
「
国
」
と
い
う
語
は
見
出
さ
れ
な
い
。『
先
代
旧
事
本
紀
』
で
は
「
日

向
国
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、『
古
事
記
』
の
校
訂
に
あ
た
っ
て
は
、『
古
事
記
』
写
本
の
読
み
を
最
優
先
に
す
べ
き
で
あ
り
、
現

20（　）
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存
す
る
す
べ
て
の
『
古
事
記
』
写
本
に
見
ら
れ
な
い
の
に
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
記
述
に
従
っ
て
、『
古
事
記
』
の
記
述
に
手
を
加
え
る

こ
と
は
方
法
的
に
問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
日
向
を
筑
紫
嶋
の
「
面
」
と
し
て
捉
え
た
場
合
、
日
向
だ
け
が
「
国
」
と
い
う
語
を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
実
際
、

道
果
本
な
ど
の
写
本
群
で
は
そ
の
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
き
な
問
題
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う

な
記
述
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
写
本
の
伝
承
過
程
の
か
な
り
早
い
時
期
に
、
日
向
だ
け
が
何
ら
か
の
事
情
で
「
国
」
と
い
う
語
を
消
失

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
も
う
一
つ
は
、
真
福
寺
本
や
兼
永
本
な
ど
の
写
本
群
の
記
述
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
日

向
は
筑
紫
嶋
の
「
面
」
の
一
つ
と
し
て
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、「
建
（
達
）
日
向
日
豊
久
士
比
泥
別
」
と
い
う
記
述
の
「
日
向
」
の
部
分

に
着
目
し
て
、
そ
れ
を
筑
紫
嶋
の
「
面
」
の
一
つ
と
し
て
別
立
て
し
よ
う
と
し
た
結
果
、「
国
」
と
い
う
語
を
伴
わ
な
い
日
向
が
成
り
立
っ

た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
二
つ
目
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
後
で
改
め
て
言
及
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

　

第
二
の
問
題
点
は
、
熊
曽
国
を
筑
紫
嶋
の
「
面
」
か
ら
除
外
し
た
こ
と
で
あ
る
。
現
存
す
る
す
べ
て
の
『
古
事
記
』
写
本
に
こ
の
熊
曽

国
に
関
す
る
記
述
は
存
在
し
て
い
る
。
前
掲
の
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
後
半
部
分
の
異
伝
の
記
述
と
、
そ
れ
を
継
承
し
た
『
神
皇
正
統
記
』

の
記
述
で
は
、
こ
の
熊
襲
国
（『
先
代
旧
事
本
紀
』
や
『
元
元
集
』
で
は
「
熊
曽
」
で
は
な
く
、「
熊
襲
」
と
表
記
さ
れ
る
）
を
除
外
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
日
向
国
を
加
え
る
と
、
筑
紫
嶋
に
「
面
」
が
四
つ
あ
る
と
い
う
記
述
と
齟
齬
を
来
し
て
し
ま
う
こ
と
、
熊

襲
国
と
日
向
国
が
と
も
に
南
九
州
の
一
帯
を
指
し
て
い
て
、
地
理
的
に
あ
る
程
度
重
複
し
て
い
る
こ
と）

39
（

、
律
令
体
制
下
で
は
熊
襲
国
と
い
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う
国
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
熊
襲
国
に
併
記
さ
れ
る
神
名
の
「
建
日
別
」
を
佐
渡
嶋
に
併
記
さ
れ
る
神
名
に
し
よ
う

と
す
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

前
掲
の
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
後
半
部
分
の
異
伝
の
記
述
や
『
神
皇
正
統
記
』
の
記
述
は
、
古
事
記
神
話
の
記
述
を
改
変
し
た
、
日
本

神
話
に
関
わ
る
新
た
な
展
開
と
い
う
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
す
べ
て
の
『
古
事
記
』
写
本
に

熊
曽
国
に
関
す
る
記
述
が
存
在
す
る
以
上
、『
校
訂
古
事
記
』
が
お
こ
な
っ
た
よ
う
に
、
古
事
記
神
話
の
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
か
ら
熊
曽

国
を
除
外
し
て
し
ま
う
こ
と
は
方
法
的
に
問
題
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

結
局
、
日
向
国
と
熊
曽
国
に
関
し
て
、
古
事
記
神
話
の
本
来
の
記
述
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
二

つ
の
選
択
肢
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　

 　

①
筑
紫
嶋
の
「
面
」
の
一
つ
に
日
向
国
が
存
在
し
て
い
た
。
現
存
す
る
す
べ
て
の
『
古
事
記
』
写
本
に
お
い
て
、
他
の
「
面
」
の

す
べ
て
に
「
国
」
と
い
う
語
が
付
い
て
い
る
の
に
、
日
向
だ
け
に
そ
れ
が
付
い
て
い
な
い
の
は
、
写
本
の
伝
承
過
程
で
何
ら
か
の
理

由
が
あ
っ
て
消
失
し
た
た
め
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
現
存
す
る
す
べ
て
の
『
古
事
記
』
写
本
に
「
熊
曽
国
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、

そ
れ
も
何
ら
の
理
由
に
よ
っ
て
誤
り
が
混
入
し
た
も
の
で
あ
る）

40
（

。

　
　

 　

②
筑
紫
嶋
の
他
の
「
面
」
に
併
記
さ
れ
た
神
名
が
「
白
日
別
」「
豊
日
別
」「
建
日
別
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
肥
国
に
併
記
さ
れ

た
神
名
だ
け
が
、「
建
（
達
）
日
向
日
豊
久
士
比
泥
別
」
と
異
様
な
形
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
懸
念
す
べ
き
点
は
あ
る
も
の
の
、
筑

紫
嶋
の
「
面
」
の
一
つ
に
日
向
国
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
熊
曽
国
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
す
べ
て
の
『
古
事
記
』

22（　）

三
八
四



写
本
の
記
述
通
り
、
筑
紫
嶋
の
「
面
」
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
古
事
記
神
話
の
テ
キ
ス
ト
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
存
す
る
『
古
事
記
』
写
本
の
記
述
に
大
き
く
制
約
さ
れ
る
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
点
で
①
よ
り
②
の
選
択
肢
の
方
が
明
ら
か
に
妥
当
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
の
問
題
点
は
、
大
八
嶋
国
の
中
で
佐
度
嶋
が
登
場
す
る
順
番
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
校
訂
古
事
記
』
の
記
述
で
は
佐
度
嶋
が

登
場
す
る
順
番
を
五
番
目
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
掲
の
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
後
半
部
分
の
異
伝
の
記
述
に
基
づ
き
、
筑
紫
嶋
の
「
面
」

か
ら
熊
曽
国
を
除
外
し
て
、
そ
の
代
わ
り
に
佐
度
嶋
を
入
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
す
べ
て
の
『
古
事
記
』
写
本
で
は
、

大
八
嶋
国
の
中
で
佐
度
嶋
が
登
場
す
る
順
番
は
七
番
目
で
あ
る
。
熊
曽
国
は
筑
紫
嶋
の
「
面
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
佐

度
嶋
が
そ
れ
と
入
れ
替
わ
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
佐
度
州
を
五
番
目
に
置
く
前
掲
の
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
後
半
部
分
の
異
伝
の
記

述
は
、
あ
く
ま
で
も
『
先
代
旧
事
本
紀
』
独
自
の
記
述
―
―
た
だ
し
、
前
半
部
分
の
記
述
や
後
半
部
分
の
本
文
の
記
述
と
も
齟
齬
を
来
し

た
問
題
の
あ
る
記
述
―
―
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
記
述
を
根
拠
に
し
て
、
現
存
す
る
す
べ
て
の
『
古
事
記
』
写
本
が
示
し
て
い
る
七
番
目

と
い
う
登
場
す
る
順
番
を
変
更
す
る
の
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

第
四
の
問
題
点
は
、
佐
度
嶋
に
併
記
さ
れ
る
神
名
の
有
無
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
古
事
記
神
話
に
お
い

て
佐
度
嶋
に
神
名
が
併
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
か
な
り
違
和
感
を
与
え
る
。
再
度
繰
り
返
す
が
、
合
計
す
る
と
二
十
と
な
る
、
大

八
嶋
国
と
そ
の
「
面
」、
お
よ
び
、
そ
れ
以
外
の
嶋
々
の
う
ち
で
、
神
名
が
併
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
淡
道
之
穂
之
狭
別
嶋
と
佐
度
嶋

の
二
つ
だ
け
な
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
普
通
に
捉
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
二
つ
の
嶋
に
元
々
、
神
名
が
併
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
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な
く
、
神
名
は
元
々
併
記
さ
れ
て
い
た
の
に
、
そ
れ
が
写
本
の
伝
承
過
程
で
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
消
失
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
方

が
は
る
か
に
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
佐
度
嶋
に
神
名
が
併
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
道
を
開
い
た
前
掲
の
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
後
半
部
分
の

異
伝
、
そ
れ
を
も
っ
と
洗
練
さ
せ
た
『
神
皇
正
統
記
』
と
い
う
二
つ
の
書
物
の
記
述
に
従
っ
て
、
古
事
記
神
話
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
佐

度
嶋
に
神
名
を
併
記
さ
せ
た
『
校
訂
古
事
記
』
は
、
明
ら
か
に
不
完
全
な
記
述
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
古
事
記
神
話
の
テ
キ
ス
ト
を

本
来
あ
る
べ
き
正
し
い
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
点
で
、
果
敢
な
試
み
を
お
こ
な
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
現
存
す
る
す
べ
て
の
『
古
事
記
』
写
本
に
お
い
て
、
佐
度
嶋
に
神
名
を
併
記
し
て
い
る
記
述
は
残
念
な
が
ら
一
つ
も
存
在
し

て
い
な
い
の
で
あ
る
。『
校
訂
古
事
記
』
は
、
国
生
み
の
記
述
か
ら
熊
曽
国
を
除
外
し
て
、
そ
の
国
に
併
記
さ
れ
て
い
た
「
建
日
別
」
と

い
う
神
名
を
佐
度
嶋
に
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
現
存
す
る
す
べ
て
の
『
古
事
記
』
写
本
に
熊
曽
国
の
記

述
が
あ
る
以
上
、
文
献
学
的
な
方
法
に
基
づ
く
限
り
、
筑
紫
嶋
の
「
面
」
と
し
て
熊
曽
国
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
熊
曽

国
に
「
建
日
別
」
と
い
う
神
名
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
動
か
し
よ
う
の
な
い
事
実
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
佐
度
嶋
に
「
建
日
別
」

と
い
う
神
名
を
併
記
す
る
の
は
不
可
能
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
佐
度
嶋
に
関
連
す
る
『
校
訂
古
事
記
』
の
記
述
に
つ
い
て
四
つ
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
結
局
、
そ
れ
ら
が
問
題
と

な
る
理
由
は
、
校
訂
す
る
際
の
根
拠
が
、
現
存
す
る
『
古
事
記
』
写
本
に
裏
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
一
点
に
尽
き
る
の
で
あ
り
、『
先

代
旧
事
本
紀
』
や
『
神
皇
正
統
記
』
の
よ
う
な
、『
古
事
記
』
と
は
区
別
さ
れ
る
独
立
し
た
書
物
に
見
ら
れ
る
記
述
だ
け
を
根
拠
に
し
て
、
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古
事
記
神
話
の
テ
キ
ス
ト
を
修
正
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
困
難
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

む
す
び
に

　

淡
道
之
穂
之
狭
別
嶋
を
除
く
他
の
嶋
々
や
、
伊
予
之
二
名
嶋
や
筑
紫
嶋
の
「
面
」
で
あ
る
国
々
に
神
名
が
併
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
佐
度
嶋
に
神
名
が
表
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
明
ら
か
に
不
自
然
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
問
題
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
な
ぜ
神
名
が
併
記
さ
れ
て
い
な
い
の
か
と
い
う
問
い
へ
の
究
明
を
中
心
に
、
佐
度
嶋
を
め

ぐ
る
問
題
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
の
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
佐
度
島
に
関
す
る
古
事
記
神
話
と
日
本
書
紀
神
話
の
記
述
を
考
察
し
（
第
一
章
）、
古
事
記
神
話
や
日
本
書
紀
神
話
の

記
述
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
独
自
の
主
張
を
展
開
し
よ
う
と
し
た
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
記
述
を
考
察
し
（
第
二
章
）、
そ
の
『
先
代
旧

事
本
紀
』
の
記
述
を
洗
練
さ
せ
た
と
言
え
る
『
神
皇
正
統
記
』
の
記
述
を
考
察
し
（
第
三
章
）、
そ
れ
ら
の
解
釈
を
承
け
て
、
古
事
記
神

話
に
お
け
る
佐
度
嶋
の
記
述
に
関
し
て
大
胆
な
読
み
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
『
校
訂
古
事
記
』
の
記
述
を
考
察
し
た
の
で
あ
る
（
第
四

章
）。

　

第
二
章
か
ら
第
四
章
ま
で
で
考
察
し
た
書
物
に
つ
い
て
、
特
に
佐
渡
島
に
関
す
る
意
義
を
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
淡
路
島
を
除
く
他
の

島
々
に
見
出
さ
れ
る
神
名
の
併
記
を
、
佐
渡
島
に
も
見
出
そ
う
と
す
る
試
み
の
足
跡
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
成
果
が
、
佐
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渡
島
に
併
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
「
建
日
別
」
と
い
う
神
名
な
の
で
あ
る
が
、
第
四
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
試
み
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
理
解
は
、
古
事
記
神
話
に
対
す
る
一
つ
の
発
展
的
な
解
釈
と
し
て
は
十
分
意
義
を
も
ち
う
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
古

事
記
神
話
の
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
に
手
を
加
え
て
、
修
正
し
よ
う
と
す
る
根
拠
と
は
な
り
え
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
も
前
稿
の
「
む
す
び
に
」
で
述
べ
た
こ
と
を
再
度
繰
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
古

事
記
神
話
に
お
い
て
、
淡
道
之
穂
之
狭
別
嶋
に
併
記
さ
れ
る
神
名
が
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
の
と
同
様
に
、
佐
度
嶋
に
も

そ
の
よ
う
な
神
名
が
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
現
行
の
古
事
記
神
話
の
テ
キ
ス
ト
が
こ
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ

と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
は
あ
る
が
、
そ
う
か
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
修
正
す
る
こ
と
が
け
っ
し
て
容
易
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

確
認
し
た
の
で
あ
る
。

注（
１
）　

こ
の
二
十
と
い
う
の
は
、「
面
」
へ
の
言
及
が
あ
る
伊
予
之
二
名
嶋
と
筑
紫
嶋
そ
の
も
の
は
含
ま
せ
て
い
な
い
数
で
あ
る
。

（
２
）　

古
事
記
神
話
で
は
、
八
つ
の
主
要
な
陸
地
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
陸
地
も
同
様
に
「
嶋
」
と
表
記
し
て
い
る
が
、
日
本
書
紀
神
話
で
は
八
つ

の
主
要
な
陸
地
に
つ
い
て
は
「
洲
」、
そ
れ
以
外
の
陸
地
に
つ
い
て
は
「
嶋
」
と
い
う
よ
う
に
、
表
記
を
区
別
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
古
事
記
神

話
の
記
述
や
日
本
書
紀
神
話
の
記
述
に
個
別
に
言
及
す
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
表
記
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
が
、
一
般
的
な
形
で
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言
及
す
る
場
合
、「
嶋
」
で
も
「
洲
」
で
も
な
く
、「
島
」
と
い
う
表
記
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
。
さ
ら
に
、
古
事
記
神
話
や
日
本
書
紀
神
話
で
は
「
佐

渡
」
で
は
な
く
、「
佐
度
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
古
事
記
神
話
や
日
本
書
紀
神
話
の
記
述
に
個
別
に
言
及
す
る
場
合
、「
佐
度
」
と

い
う
表
記
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
が
、
一
般
的
な
形
で
言
及
す
る
場
合
、「
佐
渡
」
と
い
う
表
記
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
い
。
表
記
に
つ
い
て
の
こ
の

よ
う
な
取
り
扱
い
は
、
本
稿
で
言
及
す
る
『
先
代
旧
事
本
紀
』
や
『
神
皇
正
統
記
』
の
記
述
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
適
用
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
３
）　

岸
根
敏
幸
著
「
古
事
記
神
話
に
お
け
る
淡
道
之
穂
之
狭
別
嶋
を
め
ぐ
っ
て
」（『
福
岡
大
学
人
文
論
叢
』
第
五
十
巻
・
第
一
号
）
を
参
照
。

（
４
）　

沖
森
卓
也
、
佐
藤
信
、
矢
嶋
泉
編
『
新
校 

古
事
記
』（
平
成
二
十
七
年
、
第
一
版
・
第
一
刷
、
お
う
ふ
う
、
二
十
六
頁
〜
二
十
七
頁
）
を
参
照
。

た
だ
し
、
訓
読
や
表
記
の
一
部
を
必
要
に
応
じ
て
改
め
た
。

（
５
）　

こ
の
場
合
の
順
番
と
は
大
八
嶋
国
を
構
成
す
る
嶋
が
登
場
す
る
順
番
の
こ
と
な
の
で
、
当
然
、
嶋
で
数
え
て
お
り
、
嶋
の
「
面
」
は
数
に
は
含
ま

れ
な
い
。

（
６
）　

小
島
憲
之
、
西
宮
一
民
他
校
注
・
訳
『
日
本
書
紀
１
』（
平
成
十
八
年
、
第
一
版
・
第
四
刷
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
２
、
小
学
館
、
二
十
七
頁

〜
二
十
八
頁
、
三
十
一
頁
、
三
十
三
頁
〜
三
十
五
頁
）
を
参
照
。

（
７
）　
「
よ
ろ
こ
ぶ
」
と
い
う
動
詞
は
上
代
で
は
上
二
段
活
用
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
上
代
語
辞
典
編
修
委
員
会
編
『
時
代
別
国
語
大
辞
典　

上

代
篇
』（
昭
和
四
十
三
年
、
第
一
版
・
第
二
刷
、
三
省
堂
、
八
百
六
頁
）
を
参
照
。
本
稿
で
も
、
坂
本
太
郎
、
家
永
三
郎
、
井
上
光
貞
、
大
野
晋
校
注

『
日
本
書
紀　

上
』（
昭
和
四
十
四
年
、
第
一
版
・
第
三
刷
、
日
本
古
典
文
学
大
系
67
、
岩
波
書
店
、
八
十
一
頁
）、
お
よ
び
、
前
掲
の
小
島
憲
之
、
西

宮
一
民
他
校
注
・
訳
『
日
本
書
紀
１
』（
二
十
七
頁
）
に
基
づ
い
て
、
上
二
段
活
用
の
形
で
示
し
た
。
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（
８
）　

こ
の
伝
承
で
は
「
子
洲
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
具
体
的
に
ど
の
陸
地
を
指
し
て
い
る
の
か
明
瞭
で
は
な
い
。
他
の
伝
承
を
参
照

す
る
こ
と
で
、「
子
洲
」
が
「
吉
備
子
洲
」、
す
な
わ
ち
、
現
在
の
児
島
半
島
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
他
の
伝
承
で
は
す
べ
て
「
吉

備
子
洲
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
こ
の
伝
承
だ
け
こ
の
よ
う
な
表
記
に
な
っ
て
い
る
の
か
疑
問
で
あ
る
が
、
伝
承
過
程
に
お
い
て
何
ら
か
の
理

由
で
「
吉
備
」
と
い
う
語
が
欠
落
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
直
前
に
登
場
す
る
「
大
洲
」
に
対
応
さ
せ
て
「
小
洲
」
と
し
、
漠
然
と
大
小
の
洲
々

に
つ
い
て
表
記
し
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
９
）　

日
本
書
紀
神
話
の
全
伝
承
で
億
岐
洲
が
佐
度
洲
よ
り
も
常
に
先
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
洲
を
双
子
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
億
岐
洲
が
佐
度

洲
よ
り
も
年
長
で
、
兄
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
双
子
で
先
に
生
ま
れ
た
子
が
兄
姉
、
後
か
ら

生
ま
れ
た
子
が
弟
妹
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
必
ず
し
も
認
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
日
本
で
法
令
上
、
先
に
生
ま
れ
た
方
が
兄
姉

で
あ
る
と
明
文
化
さ
れ
た
の
は
、
明
治
初
期
に
内
務
省
伺
に
対
し
て
太
政
官
か
ら
「
伺
之
趣
前
産
ノ
児
ヲ
以
テ
兄
姉
ト
定
候
儀
ト
可
相
心
得
事
」
と

い
う
指
令
（
明
治
七
年
太
政
官
指
令
第
四
十
八
）
が
発
令
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
て
（『
法
令
全
書
、
明
治
七
年
』（
明
治
二
十
二
年
、
内
閣
官

報
局
、
千
四
百
五
頁
〜
千
四
百
六
頁
）
を
参
照
）、
そ
の
よ
う
な
指
令
を
わ
ざ
わ
ざ
出
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
は
ど
う
判

断
す
る
か
に
つ
い
て
の
統
一
的
な
見
解
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
日
本
書
紀
神
話

の
記
述
に
関
し
て
も
、
ど
ち
ら
が
兄
で
あ
る
か
ど
う
か
を
断
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

（
10
）　

古
事
記
神
話
で
は
高
天
原
と
い
う
天
上
の
世
界
、
黄
泉
つ
国
と
い
う
死
に
関
わ
る
世
界
が
登
場
す
る
の
に
対
し
て
、
日
本
書
紀
本
文
神
話
で
は
高

天
原
と
い
う
世
界
が
認
め
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
甚
だ
疑
わ
し
い
し
、
黄
泉
つ
国
と
い
う
世
界
は
全
く
登
場
し
て
い
な
い
点
、
ま
た
、
古
事
記
神
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話
で
は
天
皇
家
の
先
祖
を
ア
マ
テ
ラ
ス
と
し
、
こ
の
ア
マ
テ
ラ
ス
を
高
天
原
の
統
治
者
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
日
本
書
紀
本
文
神
話
で
は
タ

カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
「
皇
祖
」
と
呼
ん
で
い
て
、
こ
の
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
を
天
上
界
の
統
治
者
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
点
、
さ
ら
に
、
古
事
記
神
話
で
は
、

オ
ホ
ナ
ム
ヂ
が
成
長
し
て
葦
原
の
中
つ
国
の
支
配
者
で
あ
る
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
と
な
る
経
緯
を
詳
細
に
描
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
書
紀
本
文
神

話
で
は
、
オ
ホ
ナ
ム
ヂ
の
活
躍
に
つ
い
て
は
完
全
に
沈
黙
し
て
い
て
、「
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
」
と
い
う
神
名
す
ら
登
場
さ
せ
て
い
な
い
点
な
ど
、
両
神
話

の
記
述
に
は
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
岸
根
敏
幸
著
『
古
事
記
神
話
と
日
本
書
紀
神
話
』（
平
成
二
十
八
年
、

第
一
版
・
第
一
刷
、
晃
洋
書
房
、
七
頁
〜
九
頁
、
四
十
一
頁
〜
四
十
三
頁
、
百
二
十
四
頁
〜
百
二
十
六
頁
）
を
参
照
。

（
11
）　

古
事
記
神
話
と
日
本
書
紀
本
文
神
話
に
は
前
掲
の
注
（
10
）
で
示
し
た
よ
う
に
様
々
な
違
い
が
あ
る
が
、
日
本
書
紀
別
伝
神
話
の
記
述
に
目
を
向

け
る
な
ら
ば
、
古
事
記
神
話
と
同
様
に
、
高
天
原
や
黄
泉
つ
国
に
関
す
る
記
述
が
あ
っ
た
り
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
天
上
の
世
界
の
統
治
者
と
し
て
君
臨

す
る
記
述
が
あ
っ
た
り
、「
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
」
と
い
う
名
で
オ
ホ
ナ
ム
ヂ
の
活
躍
を
描
い
て
い
た
り
す
る
の
で
あ
る
。

（
12
）　

黒
板
勝
美
編
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
７　

古
事
記　

先
代
旧
事
本
紀
、
神
道
五
部
書
』（
平
成
十
四
年
、
新
装
版
・
第
二
刷
、
吉
川
弘
文
館
、
七
頁

〜
八
頁
）
に
基
づ
い
た
。
書
き
下
し
は
筆
者
が
お
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
訓
読
や
表
記
の
一
部
を
必
要
に
応
じ
て
改
め
た
。
な
お
、
伊
与
二
名
嶋

に
見
出
さ
れ
る
、
方
角
を
示
す
本
文
注
は
省
略
し
た
。

（
13
）　

前
掲
の
黒
板
勝
美
編
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
７　

古
事
記　

先
代
旧
事
本
紀
、
神
道
五
部
書
』（
八
頁
）
は
、
肥
国
に
併
記
さ
れ
る
神
名
を
「
建
日

別
」
と
し
て
い
る
が
、
熊
襲
国
（
異
伝
で
は
佐
渡
嶋
）
に
併
記
さ
れ
る
神
名
も
「
建
日
別
」
で
あ
る
か
ら
、
二
つ
の
陸
地
が
同
じ
神
名
を
も
つ
と
い

う
明
ら
か
に
不
自
然
な
形
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
頭
注
の
記
述
の
よ
う
に
、「
宮
内
省
図
書
寮
本
所
引
イ
本
」
と
呼
ば
れ
る
写
本
（
筆
者
未
見
）
や
、
校
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訂
に
先
立
つ
凡
例
（
前
掲
書
の
二
頁
を
参
照
）
で
「
負
ふ
こ
と
大
な
る
も
の
あ
り
」
と
評
し
て
い
る
度
会
延
佳
校
正
『
鼇
頭
旧
事
紀
』（
明
治
七
年
、

永
田
文
昌
堂
、
第
一
冊
、
八
丁
表
）
で
も
「
速
日
別
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
で
は
「
建
日
別
」
で
は
な
く
、「
速
日
別
」
の
読
み
の

方
が
妥
当
と
考
え
、
改
め
る
こ
と
に
し
た
。

（
14
）　

前
掲
の
岸
根
敏
幸
著
「
古
事
記
神
話
に
お
け
る
淡
道
之
穂
之
狭
別
嶋
を
め
ぐ
っ
て
」（
二
百
二
十
一
頁
）
を
参
照
。

（
15
）　
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
後
半
部
分
の
記
述
で
は
、
各
陸
地
の
こ
と
を
「
嶋
」
と
表
記
し
て
い
る
の
に
、
全
体
の
総
称
と
し
て
は
「
大
八
州
」
と
表
記

し
て
い
る
。
統
一
の
と
れ
て
い
な
い
表
記
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
表
記
に
そ
の
ま
ま
従
う
こ
と
に
す
る
。

（
16
）　

先
行
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
場
合
の
「
兄
」
と
は
「
胞
」、
す
な
わ
ち
、
胞
衣
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
胞
衣
は

胎
児
を
包
ん
で
い
る
た
め
、
胎
児
の
兄
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
日
本
書
紀
神
話
の
場
合
、「
胞
」
は
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
子

の
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
胞
」
自
体
が
子
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
で
は
「
兄
」
で
あ
る
淡
路
州

が
大
八
州
を
構
成
す
る
子
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
八
つ
の
州
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
松
村
武
雄
著

『
日
本
神
話
の
研
究　

第
二
巻
―
―
個
分
的
研
究
篇
（
上
）
―
―
』（
昭
和
三
十
年
、
第
一
版
・
第
一
刷
、
培
風
館
、
二
百
七
十
九
頁
〜
二
百
八
十
八

頁
）、
前
掲
の
坂
本
太
郎
、
家
永
三
郎
、
井
上
光
貞
、
大
野
晋
校
注
『
日
本
書
紀　

上
』（
五
百
五
十
二
頁
の
補
注
１
―
二
九
）
を
参
照
。

（
17
）　

前
掲
の
岸
根
敏
幸
著
「
古
事
記
神
話
に
お
け
る
淡
道
之
穂
之
狭
別
嶋
を
め
ぐ
っ
て
」（
二
百
二
十
二
頁
〜
二
百
二
十
三
頁
）
を
参
照
。

（
18
）　

そ
れ
以
外
に
も
、
古
事
記
神
話
の
記
述
で
は
肥
国
の
神
名
が
「
建
日
向
日
豊
久
士
比
泥
別
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
記
述
で

は
肥
国
の
神
名
が
「
速
日
別
」、
新
た
に
追
加
さ
れ
た
日
向
国
の
神
名
が
「
豊
久
士
比
泥
別
」
に
な
っ
て
い
る
理
由
な
ど
、
な
お
検
討
し
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
点
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
本
稿
の
目
的
は
古
事
記
神
話
に
お
け
る
佐
度
嶋
を
め
ぐ
る
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
、
そ
れ
以
外
の
問

題
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
扱
わ
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

（
19
）　

岩
佐
正
、
時
枝
誠
記
、
木
藤
才
蔵
校
注
『
神
皇
正
統
記　

増
鏡
』（
昭
和
六
十
年
、
第
一
版
・
第
十
九
刷
、
日
本
古
典
文
学
大
系
87
、
岩
波
書
店
、

五
十
一
頁
〜
五
十
二
頁
）
を
参
照
。

（
20
）　
『
神
皇
正
統
記
』
の
記
述
に
お
け
る
肥
国
の
神
名
は
「
昼
日
別
」
な
の
で
、「
速
日
別
」
と
し
て
い
る
『
先
代
旧
事
本
紀
』
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
同
じ
く
北
畠
親
房
が
著
し
た
『
元
元
集
』
で
引
用
さ
れ
て
い
る
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
記
述
で
も
「
昼
日
別
」
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
北
畠
親
房
が
参
照
し
て
い
た
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
で
は
「
速
日
別
」
で
は
な
く
、「
昼
日
別
」
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が

高
い
と
思
わ
れ
る
。
正
宗
敦
夫
編
纂
・
校
訂
『
神
皇
正
統
記
・
元
元
集
』（
昭
和
九
年
、
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
十
六
頁
）
を
参
照
。

（
21
）　

他
の
洲
と
は
異
な
り
、
佐
渡
ノ
洲
の
み
が
「
ウ
ミ
マ
ス
」
で
は
な
く
、「
生
マ
ス
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
記
上
の
不
統
一
は
、「
コ
レ
ハ
」

と
「
是
ハ
」
の
混
在
に
も
見
ら
れ
る
の
で
、
佐
渡
ノ
洲
の
み
「
生
マ
ス
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
特
別
な
意
味
は
な
い
と
考
え
て
お
き
た
い
。

（
22
）　

前
掲
の
正
宗
敦
夫
編
纂
・
校
訂
『
神
皇
正
統
記
・
元
元
集
』（
十
六
頁
〜
十
七
頁
）
を
参
照
。

（
23
）　

前
掲
の
岩
佐
正
、
時
枝
誠
記
、
木
藤
才
蔵
校
注
『
神
皇
正
統
記
』（
五
十
一
頁
、
百
九
十
九
頁
の
補
注
九
）
を
参
照
。

（
24
）　

前
掲
の
岸
根
敏
幸
著
「
古
事
記
神
話
に
お
け
る
淡
道
之
穂
之
狭
別
嶋
を
め
ぐ
っ
て
」（
二
百
二
十
三
頁
）
を
参
照
。

（
25
）　

佐
渡
ノ
洲
に
直
接
関
わ
る
こ
と
で
は
な
い
が
、『
神
皇
正
統
記
』
で
は
大
八
洲
を
構
成
す
る
各
洲
に
言
及
す
る
場
合
、
通
常
は
洲
名
を
挙
げ
た
後
に

神
名
を
併
記
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
面
」
を
も
っ
た
洲
に
言
及
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
「
面
」
の
神
名
を
挙
げ
た
後
に
国
名
を
併
記
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す
る
形
を
と
っ
て
お
り
、
古
事
記
神
話
や
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
場
合
と
は
逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、『
神
皇
正

統
記
』
で
は
、
洲
名
に
対
応
す
る
形
で
神
名
を
併
記
し
て
い
る
の
で
、「
面
」
を
も
っ
た
洲
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
洲
名
を
挙
げ
て
、
そ
の
後
、「
面
」

ご
と
に
あ
る
神
名
を
併
記
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
筑
紫
・
豊
国
・
肥
ノ
国
・
日
向
ト
イ
ヘ
ル
モ
、
二

神
ノ
御
代
ノ
始
ノ
名
ニ
ハ
非
ル
歟
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、「
面
」
に
対
応
し
た
国
名
は
神
代
に
は
ま
だ
存
在
し
て
い
な
か
っ

た
と
考
え
て
、
そ
れ
へ
の
言
及
を
あ
く
ま
で
も
付
随
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
26
）　

前
掲
の
注
（
22
）
を
参
照
。
な
お
、
こ
こ
で
引
用
さ
れ
る
古
事
記
神
話
に
は
、
筑
紫
嶋
の
「
面
」
に
つ
い
て
「
肥
国
謂
二
昼
日
別
一
、
日
向
国
謂
二

豊
久
士
比
泥
別
一
」
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
記
述
と
の
校
合
に
よ
っ
て
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

（
27
）　

前
掲
の
岸
根
敏
幸
著
「
古
事
記
神
話
に
お
け
る
淡
道
之
穂
之
狭
別
嶋
を
め
ぐ
っ
て
」（
二
百
二
十
五
頁
）
を
参
照
。

（
28
）　

こ
の
『
校
訂
古
事
記
』
を
、
本
居
宣
長
が
校
訂
し
た
『
訂
正
古
訓
古
事
記
』
と
大
同
小
異
で
あ
る
と
論
評
し
て
い
る
先
行
研
究
も
あ
る
が
、
そ
れ

は
全
く
的
外
れ
な
指
摘
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
丸
山
林
平
校
注
『
定
本
古
事
記
』（
昭
和
四
十
四
年
、
第
一
版
・
第
一
刷
、
講
談
社
、

二
十
頁
〜
二
十
一
頁
）
を
参
照
。

（
29
）　

田
中
頼
庸
校
訂
『
校
訂
古
事
記
』（
明
治
二
十
年
、
神
宮
教
院
、
上
巻
、
四
丁
表
〜
五
丁
表
）
を
参
照
。
な
お
、
書
き
下
し
は
筆
者
が
お
こ
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。

（
30
）　

小
野
田
光
雄
編
『
諸
本
集
成
古
事
記
（
上
巻
）』（
昭
和
五
十
六
年
、
第
一
版
・
第
一
刷
、
勉
誠
社
、
七
十
八
頁
右
〜
左
）
を
参
照
。
な
お
、
一
々
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注
記
す
る
こ
と
は
省
略
す
る
が
、
そ
れ
以
降
の
本
文
に
お
い
て
言
及
す
る
『
古
事
記
』
写
本
の
記
述
に
つ
い
て
も
、
こ
の
書
の
当
該
箇
所
に
基
づ
い

て
い
る
。

（
31
）　

本
居
宣
長
著
、
小
野
田
光
雄
解
説
『
訂
正
古
訓
古
事
記　

上
』（
昭
和
五
十
六
年
、
第
一
版
・
第
一
刷
、
勉
誠
社
、
五
丁
表
）、
倉
野
憲
司
他
校
注

『
古
事
記 
祝
詞
』（
昭
和
五
十
六
年
、
第
一
版
・
第
二
十
五
刷
、
新
編
日
本
古
典
文
学
大
系
１
、
岩
波
書
店
、
五
十
七
頁
）、
山
口
佳
紀
、
神
野
志
隆

光
校
注
・
訳
『
古
事
記
』（
平
成
十
六
年
、
第
一
版
・
第
六
刷
、
日
本
古
典
文
学
全
集
１
、
小
学
館
、
三
十
五
頁
〜
三
十
六
頁
）、
青
木
和
夫
、
石
母

田
正
、
佐
伯
有
清
他
校
注
『
古
事
記
』（
昭
和
五
十
七
年
、
第
一
版
・
第
一
刷
、
日
本
思
想
大
系
１
、
岩
波
書
店
、
二
十
五
頁
）、
西
宮
一
民
編
『
古

事
記
』（
平
成
十
二
年
、
新
訂
版
・
第
十
四
刷
、
お
う
ふ
う
、
二
十
九
頁
）、
同
校
注
『
古
事
記
』（
平
成
十
七
年
、
第
一
版
・
第
十
九
刷
、
新
潮
日
本

古
典
集
成
、
新
潮
社
、
三
十
一
頁
）、
前
掲
の
黒
板
勝
美
編
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
７　

古
事
記　

先
代
旧
事
本
紀
、
神
道
五
部
書
』（
七
頁
〜
八
頁
）、

前
掲
の
沖
森
卓
也
、
佐
藤
信
、
矢
嶋
泉
編
『
新
校 
古
事
記
』（
二
十
七
頁
）
を
参
照
。

（
32
）　

前
掲
の
西
宮
一
民
編
『
古
事
記
』（
二
十
九
頁
上
段
の
六
番
目
の
解
説
）
を
参
照
。

（
33
）　
「
建
日
別
日
向
曰
豊
久
志
比
泥
別
」
と
い
う
読
み
を
と
る
と
、
肥
国
に
併
記
さ
れ
る
神
名
と
熊
曽
国
に
併
記
さ
れ
る
神
名
が
共
に
「
建
日
別
」
と

な
っ
て
し
ま
う
し
、
ま
た
、
日
向
が
加
わ
る
こ
と
で
、
筑
紫
嶋
に
「
面
」
が
四
つ
あ
る
と
い
う
記
述
に
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
先

行
研
究
も
あ
る
。
し
か
し
、
前
者
に
つ
い
て
は
「
建
日
別
」
で
は
な
く
、「
達
日
別
」
と
し
て
い
る
写
本
が
か
な
り
存
在
し
て
い
る
た
め
、
必
ず
し
も

同
じ
神
名
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
後
者
に
つ
い
て
も
、
も
し
本
来
、
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
日
向
を
挿
入
す
る
く
ら
い
の
大
胆
さ
が
あ
る
な
ら

ば
、「
面
」
の
数
を
五
つ
に
改
変
す
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
造
作
の
い
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
し
、
ま
た
、
数
の
齟
齬
に
気
づ
か
な
か
っ
た
と
も
考
え
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に
く
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
そ
う
単
純
な
理
由
か
ら
そ
の
よ
う
な
記
述
に
な
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。
前
掲
の
青
木
和
夫
、
石
母
田
正
、

佐
伯
有
清
他
校
注
『
古
事
記
』（
三
百
二
十
一
頁
の
補
注
17
）
を
参
照
。
な
お
、「
達
日
別
」
の
「
達
」
を
誤
字
で
あ
ろ
う
と
指
摘
す
る
先
行
研
究
が

あ
る
が
、
さ
し
た
る
根
拠
も
な
く
、
そ
の
よ
う
に
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
倉
野
憲
司
編
『
古
事
記
大
成　

６ 

本
文
篇
』（
昭
和

三
十
二
年
、
第
一
版
・
第
一
刷
、
平
凡
社
、
五
十
五
頁
）
を
参
照
。

（
34
）　

前
掲
の
田
中
頼
庸
校
訂
『
校
訂
古
事
記
』（
上
巻
、
四
丁
裏
、「
〇
速
」
で
始
ま
る
頭
注
）
を
参
照
。

（
35
）　
『
寛
永
版
本 

古
事
記
』（
正
式
な
書
名
は
不
明
で
あ
る
。
寛
永
二
十
一
年
、
二
条
通
観
音
町
風
月
宗
智
、
七
丁
裏
）
を
参
照
。

（
36
）　

度
会
延
佳
校
正
『
鼇
頭
古
事
記
』（
貞
享
四
年
、
講
古
堂
、
四
丁
表
）
を
参
照
。

（
37
）　

前
掲
の
小
野
田
光
雄
編
『
諸
本
集
成
古
事
記
（
上
巻
）』（
七
十
八
頁
右
）
の
記
述
に
よ
る
と
、
猪
熊
本
の
「
達
日
向
日
」
と
い
う
文
章
の
左
側
に

丸
印
が
付
さ
れ
、
右
側
に
は
「
速
日
別
日
向
謂
」
と
い
う
書
き
込
み
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
古
事
記
』
写
本
の
記
述
を
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の

記
述
と
校
合
し
た
痕
跡
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
38
）　

本
文
で
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、『
校
訂
古
事
記
』
が
依
拠
す
る
道
果
本
な
ど
の
写
本
群
の
記
述
で
は
「
日
向
曰0

豊
久
志
比
泥
別
」
と

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
校
訂
古
事
記
』
の
記
述
で
は
「
日
向
国
謂0

豊
久
士
比
泥
別
」
と
し
て
い
る
。『
校
訂
古
事
記
』
は
「
謂
」
と
い
う
語
が
、

現
存
す
る
す
べ
て
の
『
古
事
記
』
写
本
に
お
い
て
欠
落
し
て
い
た
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
復
元
し
た
場
合
、

「
日
向
国
謂
曰

0

0

豊
久
士
比
泥
別
」
と
い
う
異
様
な
形
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
真
福
寺
本
な
ど
の
写
本
群
の
記
述
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
、「
曰
」
で
は
な
く
「
日
」
と
い
う
読
み
を
採
る
な
ら
ば
、「
日
向
国
謂
日
豊
久
士
比
泥
別
」
と
い
う
読
み
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
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な
い
。『
校
訂
古
事
記
』
は
『
古
事
記
』
写
本
の
記
述
よ
り
も
、『
寛
永
版
本 

古
事
記
』
や
『
鼇
頭
古
事
記
』
の
記
述
に
従
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
曰
（
日
）」
と
い
う
語
を
ど
う
扱
う
か
は
大
き
な
問
題
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
前
掲
の
田
中
頼
庸
校
訂
『
校
訂
古
事
記
』（
五

丁
表
、「
〇
日
」
で
始
ま
る
頭
注
）
を
参
照
。

（
39
）　

熊
曽
国
と
は
熊
襲
の
こ
と
で
、「
熊
」
は
肥
後
国
球
磨
郡
、「
襲
」
は
大
隅
国
囎
唹
郡
を
指
す
と
さ
れ
、
熊
襲
は
そ
の
両
方
を
合
わ
せ
た
地
域
と
考

え
ら
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
本
居
宣
長
は
異
説
を
唱
え
て
い
る
）。
日
向
国
は
現
在
の
宮
崎
県
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
古

く
は
現
在
の
鹿
児
島
県
も
含
ん
だ
南
九
州
全
域
の
地
域
で
あ
っ
た
（
大
宝
二
年
に
薩
摩
国
（
当
初
は
唱
更
国
）
と
多
禰
国
、
和
銅
六
年
に
大
隅
国
が

分
立
）。
し
た
が
っ
て
、
熊
曽
国
と
日
向
国
は
現
在
の
鹿
児
島
県
（
ま
た
は
、
そ
の
一
部
）
を
共
に
含
ん
で
お
り
、
地
理
的
に
重
複
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
倉
野
憲
司
著
『
古
事
記
全
註
釈　

第
二
巻 

上
巻
篇
（
上
）』（
昭
和
四
十
九
年
、
第
一
版
・
第
一
刷
、
三
省
堂
、
百
三
十
八
頁
〜
百
四
十
一
頁
、

二
百
八
十
七
頁
〜
二
百
九
十
頁
）、
西
郷
信
綱
著
『
古
事
記
注
釈　

第
一
巻
』（
昭
和
五
十
年
、
第
一
版
・
第
一
刷
、
平
凡
社
、
百
二
十
四
頁
〜

百
二
十
五
頁
）、
同
著
『
古
事
記
注
釈　

第
二
巻
』（
昭
和
五
十
一
年
、
第
一
版
・
第
一
刷
、
平
凡
社
、
二
百
六
十
五
頁
〜
二
百
六
十
八
頁
）、
大
野
晋

編
『
本
居
宣
長
全
集　

第
九
巻
』（
昭
和
四
十
三
年
、
第
一
版
・
第
一
刷
、
筑
摩
書
房
、
百
九
十
四
頁
〜
百
九
十
五
頁
、
二
百
六
十
二
頁
）
を
参
照
。

な
お
、
日
本
書
紀
神
話
（
第
九
段
の
本
文
、
同
段
の
第
四
書
・
第
六
書
）
に
は
「
日
向
の
襲
」
と
い
う
、
地
域
を
示
す
表
現
が
登
場
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
熊
襲
の
「
襲
」
と
い
う
地
域
が
日
向
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
掲
の
小
島
憲
之
、
西
宮
一
民
他
校
注
・
訳
『
日
本
書
紀

１
』（
百
二
十
頁
、
百
四
十
五
頁
、
百
五
十
一
頁
）
を
参
照
。

（
40
）　

前
掲
の
田
中
頼
庸
校
訂
『
校
訂
古
事
記
』（
上
巻
、
五
丁
表
、「
〇
次
」
で
始
ま
る
頭
注
）
を
参
照
。
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